























































































1．  後嵯峨上皇院宣　1 点
 紙本墨書　弘長 2 年 （1262） 7 月 16 日
 『鎌倉遺文』 8829 収載。
2．  東大寺別当聖基御教書　1 点
 紙本墨書　弘長 2 年 （1262） 7 月 18 日






























写は 1567 年（永禄 10）に松永久秀らの手によって焼失























資料として注目されるのは、1854 年（嘉永 7 年、安
政元）の大地震の際の一枚刷である。安政年間（1854
～ 1860）には全国で 13 回に及ぶ大地震が発生したと




図」 は 1863 年（文久 3）、大和国でおこった倒幕運動
である「天誅組の乱」に関する刷物として注目される。
こうした資料を１点ずつ調査してゆくことも可能だが、
それだけでなく、大和、吉野地域に関する一連のもの
大和国大絵図
ふみくら  No.89
8
として取り扱うことで資料的な意義に深さと広がりが
出てくるだろう。
　さらに吉條家の歴史にかかわる資料の中にも見るべき
ものがある。吉條家は、江戸時代には紀州藩の参勤交代
に際して脇本陣となっており、酒造業、山林経営、吉野
紙製造等、幅広く活動していた。今日、家業に関する多
くの資料は失われているとのことだが、吉條氏の尽力に
よりわずかではあるがその一端を知りうる資料がまとめ
られている。たとえば 「五ヵ国通用銀札」 だが、これは
1866 年（慶応 2）に紀州藩が三井、鴻池といった豪商
を札元として発行し、摂津国・河内国・和泉国・大和国・
伊勢国の 5 ヵ国で通用させたもので、その料紙製造に吉
條家が関与していたことから、同家に伝来したものだと
いう。このほか役行者絵巻に関連し、「陀羅尼助丸」の
原料であるキハダの樹皮（黄柏）、さらには吉條家伝来
の酒徳利といった博物資料も多数含まれている。いずれ
も吉條氏の「調査はなるべく現物によって確認してゆく」
という姿勢が表れたものだといえよう。
　続いて近代文学関係資料について簡単に触れておこう。
　大和地方は古くから文学作品の舞台となってきたが、
近代以降も複数の小説等で重要な役割を果たしてきた。
吉條氏の興味、関心はそうした作品にも向けられ、そ
の中心となったのが宇野浩二（1891-1961）である。
　宇野は青年期の一時期、ちょうど早稲田大学に入学し
たころ大和高田に住んだことがあり、そのことは彼の作
品にも影響している。吉條氏は、そんな宇野の著作（「若
者」「高天ケ原」「枯野の夢」など）や、奈良での生活を
丹念に調査し、関係資料だけでなく、著書、自筆資料等
も数多く収集された。原稿や書簡類のほとんどはすでに
日本近代文学館に寄贈され利用に供されているが、今回
は、齋藤茂吉宛の書簡１通と著書や初出掲載雑誌等をご
寄贈いただいた。吉條氏は初出誌と後に刊行された単行
本を丹念に比較し、字句の異同を確認している。そうし
た本文研究の基本的な部分を現物によっておこなうのが
吉條氏の研究スタイルである。初出雑誌は、図書館にあっ
たとしても製本されてしまっているものが多いことを考
えると、原装を残している点でも貴重である。
　また宇野といえば私小説的なものも含め、市井に生
きる人々の生活を描いた作品が有名だが、一方で児童
文学の翻訳、翻案を手がけたことでも知られる。今回
は『クオレ物語』（1917 年、蜻蛉館書店）、『母いずこ』（1930
年、大日本雄弁会講談社）をはじめとした児童文学や
絵本の、かなり状態の良いものをご寄贈いただいた。
これまでこうした切り口でまとまって収集できていな
かったので、こちらも貴重なコレクションとなった。
　以上、今回ご寄贈いただいた資料の概要を記してきた。
もちろんこれだけですべてを紹介できたわけではなく、
今後 1 点ずつ精査し、まずは目録を完成させる必要があ
る。その際、前述の３つのグループ、すなわち、①大和国（奈
良県）地誌関係資料、②近代文学関係、③近代以降刊行
の奈良周辺地誌関係書籍、にわけて整理を進め、原則と
して①を「和久々文庫」、②を近代文学関係資料（仮称）
として特別資料室扱（古書・貴重書）とし、③について
は適宜選別の上、研究図書等として受け入れてゆく予定
である。公開可能となった折にはあらためて紹介の場を
作ることとし、今回はひとまず受贈の報告にとどめたい。
　ご寄贈くださった吉條久友先生、御仲介くださった
長島裕子先生、中島国彦先生には重ねて御礼申し上げ
る次第である。
五ヵ国通用銀札
宇野浩二書簡　斎藤茂吉宛
